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1. はじめに

このたびは，日本農業気象学会から推薦を得て，大変光栄

にも第 20回（2023年度）日本学術振興会賞を頂戴しました。推
薦して下さった富士原和宏会長，平野高司前会長，推薦理由

書を作成して下さった長谷川利拡領域長（当時，現エグゼク

ティブリサーチャー），沖大幹先生（東京大学大学院工学研究

科・教授）にお礼を申し上げます。

日本学術振興会賞は「我が国の学術研究の水準を世界の

トップレベルにおいて発展させるためには創造性に富み優れた

研究能力を有する若手研究者を早い段階から顕彰し，その研

究意欲を高め，研究の発展を支援していく必要がある」との趣

旨から創設され，人文学，社会科学，自然科学にわたる全分野

を対象としています。推薦を得るには 45歳未満などの条件があ
り，研究業績と将来性の観点から選考されます。

今回，491人の候補者の中から選ばれた受賞者 25人に名前
を連ねられたことは僥倖でした。賞の趣旨に恥じないよう，研究

の発展にさらに精進します。本学会の推薦による日本学術振興

会賞の受賞は伊藤昭彦会員（2017 年度）に続いて 2 例目とな
り，農業気象学の研究内容や社会的意義について世の中に広

く知ってもらう良い機会となりました。今回は 30代前半の受賞者

もいらっしゃいました。本学会の若手会員には，こうした

より大きな賞につながる道が本学会から通じていることを

知り，ご自身の研究に邁進して頂ければと思います。

2. 受賞対象研究の概要

受賞対象となった研究は，本稿の表題にある「世界の農業生

産に対する気候変動影響と適応策の評価」です。学術振興会

から発表された私の受賞理由は次の通りです。

⚫ 世界の主要な穀物を対象として収量や栽培条件などに

関する長期の全球グリッドデータを構築するとともに，作

物の気候応答に加え，播種日の移動や品種の変更など

の適応技術を考慮した作物収量モデルを開発した。

⚫ それにより，全世界の穀物生産の気候変動影響と適応策

の効果を，より高い精度で定量評価することを可能にした。

⚫ これらの研究成果は気候変動に関する政府間パネル

（ IPCC）の第  6 次評価報告書や国連食糧農業機関
（FAO）の主要報告書で引用され，気候政策のみならず
農業政策の立案にも貢献している。

⚫ 主要な学術誌から多くの国際共著論文を発表しており，

農学・地球科学・環境科学にまたがる学際的な研究分野

において国際的に広く認知されている。今後も世界をリー

ドする研究者になることが期待できる。

気候変動の影響の顕在化と，対応のための国際交渉の進展が

重要との社会の認識が今回の受賞を後押ししたと考えられます。

以下，受賞対象となった研究について概要をご紹介します。

2.1 全球グリッド作物収量データの構築 

空間詳細な作物生産の実態把握と，実態に基づく現実的な

全球シミュレーションは，収量などの全球グリッドデータが構築

されたことにより可能になりました。私は，農業統計データと衛

星リモートセンシングから得られた植生指数を組み合わせて過

去 25年間の穀物収量の全球グリッドデータを 2014年に公表し
ました 8）。このデータセットが開発されたことにより，エルニー

ニョ・南方振動（ENSO）による生産変動を全世界についてマッ
プ化できました 7）。さらに，ENSO に代表される海洋の緩やかな
変動が季節規模での気温・降水量の予測を可能にしていること

に着目し，気象の季節予報を収穫前収量予測に活用すること

により，年々の異常天候への対処と同時に今世紀半ば頃まで

の気候変動適応が可能になることを指摘しました 6）。異常天候

による生産影響の実態把握に加えて，過去 30年間に世界の収
穫面積の 9～22％の地域で高温日数の増加により収量が不安
定化していることを明らかにしました 9）。これらの研究を通じて広

域での生産変動について理解が進み，それまでに比べて格段

に現実的な作物の全球シミュレーションが可能になりました。収

量データセットは継続的に更新されており 14），近年は栽培暦に

ついてもデータセットの開発が進んでいます 21）。

私が構築した収量データセットは，米国ミネソタ大学が発表し

たデータセットと共に国際的な農業モデル相互比較・改良プロ

ジェクト（AgMIP）などの関連する研究コミュニティにおいて広く
利用されています 2，5，20，22）。また，本データセット発表以降，作

物のグリッドデータを構築する類似の研究が地球科学のデータ

ジャーナルにおいて活発に発表されています。

2.2 気候変動の穀物収量への影響および適応 

既に生じている気候変動影響の評価は，その必要性にも

関わらず，解析技術的に困難でした。また，既存研究では，

食料需要の増加や気候変動の進行に対して増収技術や適応

策の開発・普及速度が十分であるのかについて答えること

ができませんでした。とりわけ適応策については地域性が

高いことから，これまで実態が十分に把握されておらず，

作物モデルに組み込むことが困難でした。

私は編集者として日本農業気象学会 75 周年記念書籍

『Adaptation to Climate Change in Agriculture - Research and 
Practices』の出版に携わり 26），様々な適応策がアジアの農業
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生産現場で既に実施されていることを報告し 13），播種日の

移動や品種の変更といった適応策を考慮できる全球作物モ

デルを開発しました 10）。このモデルは日本を代表する全球

モデルの一つとして AgMIP にも参加しています 18）。開発

したモデルを用いて，私は，気候変動が生じた現実の気候

条件と気候変動がなかったと仮定した気候条件のそれぞれ

について収量を推定して両者の差から過去の気候変動影響

を評価する手法を開発し，主要穀物の収量に既に気候変動

の影響が生じていることを明らかにしました 12）。さらに，

社会経済の将来シナリオと開発途上国への増収技術の普及

を対応付けるとともに適応策を考慮した新たな影響予測を

行い，気候変動が進行すると増収技術の普及にも関わらず

収量増加が停滞することを指摘しました 10，25）。

これらの研究で用いられた評価手法 10）は，気候変動影響

と適応策に加えて，増収技術の普及を考慮可能であり，世

界の関連研究の動向に影響を与えました。例えば，この手

法は鳥取大学乾燥地研究センター，東アフリカのスーダン

農業研究機構と共同で，世界で最も高温のコムギ生産地域

で必要となる高温耐性品種の開発速度を明らかにするため

に活用されました 15）。

また，既に生じている気候変動影響を評価可能にした手

法 12）は，その後フランス国立開発研究所との共同研究によ

り西アフリカ地域のミレットとソルガムに適用されました 23）。

これらの論文の反響は大きく，IPCC 第 2 作業部会第 6 次評

価報告書でのこれら 2 報の引用は 14 か所に及びます。同報

告書の政策決定者向け要約が「農業生産性は全体的に向上し

てきたが，過去 50 年間，気候変動によってその伸び率は世界
全体で鈍化しており（確信度が中程度），主に中緯度から低緯

度の地域で負の影響が観測されているのに対し，一部の高緯

度地域では正の影響も起こった（確信度が高い）。」と結論

付ける根拠の一つになりました。さらに FAO の主要報告書 4）

でも引用され，世界の農業が気候変動に対応するための科

学的根拠を提供しています。

2.3 適応策としての穀物収量の収穫前予測 

高温や少雨といった異常天候を予測し，適切に対処し，毎年

の生産被害を軽減できれば，長期的な気候変動にも適応が可

能と考えられます。世界の食料機関が自国の生産動向に加え

て世界の主要輸出国の生産動向を迅速に把握・対処できるよう

私は気温と降水量の予報を利用した収穫 3～6 か月前の収量
予測を食料機関の適応策として開発しました 6，11，17）。

収穫前予測については本学会の学術賞や文部科学大臣表

彰若手科学者賞，日本気象学会堀内賞を受賞し，既に学術的

に高い評価を得ていました。近年は，我が国の農林水産省食

料安全保障室をはじめとする世界の食料機関の適応に資する

ために，韓国にある気象機関 APEC Climate Center（APCC）と
共同で 2019 年から予測システムの試験運用を開始し，17 か国
で精度を検証しました1，16）。共同研究成果の継続利用に関す

る合意書が 2023 年に締結され， 収穫前予測の APCC での実
運用に向けた作業が現在進んでいます。

3. 今後の課題

最後に，私の研究分野に近い範囲で今後の研究動向につ

いて見通しを述べ，結びに代えたいと思います。

気候変動の悪影響に特に財弱な開発途上国が損失と損害

（ロス＆ダメージ）に対応するための新たな資金措置を運

用化することが 2023 年 11 月にドバイで開催された国連気

候変動枠組条約第 28 回締約国会議（COP28）において合意

されました。これを受けて，FAO では，開発途上国を支援

するために，極端気象に伴う農林水産業のロス＆ダメージ

を定量化する手法の開発を研究機関と協力して進めていま

す 3，4）。そこでの議論に貢献するために，イベントアトリ

ビューション 28）の派生形であるインパクトアトリビュー

ションの解析事例を蓄積し，広範な国・作物に適用できる

ように一般化することが求められています。

適応に関する研究については，農業分野の個別の適応策

の効果を評価する研究に加えて，セクター横断的な統合評

価を可能にするために「適応指標」の整理が今後進むと考

えられます。国連が掲げる持続可能な開発目標において 17
の目標の進捗を評価するため定量化が可能な 169 のター

ゲットが定義されているように，セクターごとの適応の進

捗を評価するための指標が定義されるイメージです。IPCC
の第 7 次評価サイクルでは，第 作業部会評価報告書と別

に，1994 年に発行された気候変動影響と適応の評価に関す

るガイドラインの更新が 2028 年頃までに予定されていま

す。農業気象学では適応に関連する研究が多く行われてい

るため，第 7 次評価サイクルの進捗に従って明らかになっ

てくる研究テーマに注視が必要です。

作物の全球グリッドデータの開発や全球シミュレーショ

ンに関連する分野は動きが激しくなっており，先を見通す

ことが難しくなっています。例えば，昨年 2 月に中国の研

究チームが 4km 解像度でアジア域のコメ収量データセット

を発表しました 24）。また，昨年 6 月には欧州の研究チーム

が 1km 解像度の全球日別気象データを発表しました 19）。私

は 2022 年度から科研費基盤研究（A）を得て，1km 解像度

で全球月別コメ収量データセットの開発を進めていますが，

これらの新たなデータセットが発表されたことにより研究

計画を見直しました。高解像度のグリッド収量データセッ

トが利用可能になれば，それを利用したプロセスモデルや

機械学習モデルの高度化が活発になることは自明です。多

数のシナリオを考慮することは難しいかもしれませんが，

今後数年のうちに 1km 解像度で作物の全球シミュレーショ

ンが行われるようになる可能性は高いと見ています。
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